
。平和都市宣言

世界の直久平伺隠‘人Jji終過の績いである。

しh'しIJがを入舎8/J/;世界の11き1.‘筏民参の島慨oaらみ.
l'iこ憂慮にたえ匂い.
わカ酒1.惚ー申複煙固として 匝民置の母ろしさと.級車盲の苦
しみを主世界の山々に訴え丙U(];fl.a健司l'向を樋り遣して'"
/JらUい.
2走路子市脇市毘の宝tおと責主{;守るため.いh'/J<>1I1聞いll'/Jる
修民置に勾して乞、その震絶を攻め.ここに平和田町を置置する.
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筋
し
τ7 

我
孫
子
市
の
水
道
は
、
昭
和
必
年
刊
月

1
日
に
湖
北

台
浄
水
田
明
か
ら
給
水
を
開
始
し
て
満
辺
年
。
水
道
局
で

は
こ
の
旬
月

1
日
を

H
水
道
記
念
日
'
と
定
め
、
こ
れ

ま
で
の
市
水
道
の
歩
み
と
、
合
後
の
事
業
計
画
を
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
臼
を
記
念
し
、
来
年

4
月
か
ら

設
置
す
る
消
火
径
の
蓋
の
デ
ザ
イ
ン
を
広
<
皆
さ
ま
か

ら
募
集
し
ま
す
(
在
欄
巳
同
開
設
)
。
多
獄
の
応
募
を
富
山
待

ち
し
て
い
ま
す
。
私
だ
ち
の
生
活
と
深
い
か
か
わ
り
の

あ
る
水
道
事
幾
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

。

日

市

水

道

局

窓

(

倒

)
G
A
I
T
-
n

日は

寵怠目"
我孫子市の

年

閣

の

水

需

要

東
京
ド
ー
ム
旬
杯
分

給
水
を
開
始
し
た
昭
和
拍
年
は
、
度
か
ら
第
4
次
拡
政
事
業
に
取
リ

ま
だ
我
孫
子
が
市
に
な
る
2
年
明
組
ん
で
い
ま
す
.

当
時
何
人
口
は
3
万
8
0
0
0
人
現
在
的
市
水
道
は
、
全
市
内
と

で
、
発
展
の
き
ざ
し
が
見
え
始
的
取
手
市
町
一
部
を
給
水
区
域
と
し

た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
て
年
間
1
1
8
8
万
耐
を
供
給
。

水
道
事
業
は
湖
北
台
均
水
川
閣
の
こ
の
水
量
は
東
京
ド
ー
ム
の
約

ω

創
設
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
久
杯
分
@
市
内

ω本
の
深
井
戸
か
ら

寺
家

・
喪
子
原
浄
水
場
時
値
段
な
ど
取
水
し
た
地
下
水
約
刊
%
と
江
戸

3
固
め
拡
張
市暗殺
を
経
て
、
本
年
川
を
水
源
と
一
す
る
北
千
諜
広
域
水

募
集
消
火
栓
の
蓋
の
デ
ザ
イ
ン

み
3
っ
T
ご
応
事
く
だ

Fhv

動
的
方

事
デ
ザ
イ
ン
の
糸
件
*
用
紙
は

B
4
判
を
使
用
し
本
彩
色
は
3
色

以
内
で
場
「
消
火
栓
」
の
文
字
と

「
市
章
」

(
大
き
さ
自
由
)
を
配
置

し
て
く
だ
さ
い
(
下
図
参
照
)
。

出
作
品
は
自
作
、
未
発
表
的
も
の

に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
入
創
作
品

の
著
作
権
は
市
に
Mm
属
し
ま
す
・

品
応
募
期
限
日
月
初
日
(
金
、

消
印
宥
効
)

や
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
作

品
の
相
官
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
(
学

校
名
‘
学
年
)
、
電
隠
帯
号
を
明
記

し
‘
我
孫
子
I
6
8
4
我
Mm
子
市

水
道
局
経
営
管
理
課
経
営
管
理
係

宮
(
剖

)
o
l
-
-
へ

品
-
賞
最
低
血
努
賞
1
名
、
俊
秀
賞

市
水
道
局
で
は
、

ω月
1
日

を

ポ

謹

笠

E
e
と
定
的
、

こ
れ
を
紀
念
し
て
、
来
年
度
以

降
般
世
す
る
消
火
栓
の
査
の
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

ー
人
何
出
.
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

晶
応
募
資
格
市
内
在
住
-
在

明。
2
名
、
民
良
質
2
名
、
佳
作

3

名誠
入
賞
者
に
は
、
直
披
通
知
い

た
し
ま
す
。

道
企
業
団
か
ら
の
受
水
約
印
%
の
台
団
地
を
中
心
と
し
た
約
1
万
4

2
m鎖
的
水
で
附
わ
れ
て
い
ま
す

0
0
0
人
、
現
在
で
は
凶
万
7
0

(
下
図
参
照
)
。
ま
た
甥
設
さ
れ
た

0
0
人
に
。
一
方
、
水
道
普
及
市
中

配
水
管
は
約
4
0
0
M
で
、
こ
れ
は
現
在
部
%
で
、
こ
れ
は
全
悶
平

は
我
孫
子
市
か
ら
名
古
屋
市
の
距
均
的
制
%
や
千
梨
県
平
均
の
叩
%

艇

に

相

当

し

ま

す

。

に

比

べ

‘

ま

だ

ま

だ

低

い

の

が

税

制
股
時
の
給
水
人
口
は
、
湖
北
状
で
す
.

さ
ら
巴
安
定
・
安
全
な

氷
の
供
給
を
め
ざ
し
て

師

m
4
次
拡
破
事
業
計
画
は
、
水
事
業
費
と
し
て
柑
憶
問
、
老
朽
化

道
法
に
基
っ
き
本
年
4
月
、
厚
生
し
た
配
水
管
均
水
管
町
布
設
替

大
臣
内
総
可
を
受
け
、
現
在
渚
身
、
え
や
管
の
汚
れ
を
解
消
す
る
洗
管

と

進

め

て

い

ま

す

。

工

事

な

ど

の

改

良

事

業

貨

と

し

て

こ
の
事
撲
の
計
画
期
間
は
、
平
日
億
円
、
そ
の
他
事
務
質
用
B
憶

成
2
年
度
か
ら
川
年
度
ま
で
内

ω
問
を
加
え
‘
総
額
約
I
1
6
億
円

年
間
で
、
将
来
の
給
水
人
口
計
画
.
が
投
資
さ
れ
ま
す
(
上
表
参
照
)
。

水
源
・
水
量
的
確
保
、
水
質
的
保
こ
の
事
裁
が
完
了
す
る
と
、
は

全
・
管
理
、
水
を
安
定
供
給
す
る
万
8
5
0
0
人
的
市
民
に
1
日
絞

た
め
の
施
股
計
画
、
絞
営
的
健
全
大
5
万
6
0
0
0
川
町
水
を
供
給

化
の
た
め
の
財
政
計
画
等
を
内
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
J
姻
で
す
。

と

し

た

も

の

で

す

。

ま

た

、

こ

の

時

の

水

道

普

及

率

は

施
設
計
画
で
は
、
配
水
管
の
新
町
%
を
目
指
と
し
て
い
ま
す
。

規
布
般
に
よ
る
配
水
管
網
の
蜂
附
、
水
道
局
で
は
‘
市
民
的
皆
さ
ま

冷
水
場
の
改
造
強
制
な
ど
の
拡
州
市
に
安
全
な
水
を
安
定
供
給
す
る
た

め
、
今
後
な
お
一
鳩
町
第
力
を
し

て
ま
い
リ
ま
す
。

¥¥¥  内 容

-人口lfi加に伴う水圧 水鼠桔保町ための
拡張事裁 j~ 配水管内向，位

48@円 -湖 It台浄水場浄水担理倦l1:工中
-各浄水崎町ポンプ等の19l，tt

改良市業 -配水官岡町民間 ・石綿管内市首むぇ

5合億円
-老I守j飼育等町布位性え
-配水管内洗腎工事 ・世筑蝿惜信情的改良

品事業に 1~ う事務費用と L て 8 億円

ご記入は、

お済みですカ:も

h
F
施
設
計
画

個人・団体は間いませ

ん。少人数でも結構です。l

見学を希望する方は、事

前にご連絡くだきい。

※現在、広報ビデオを製 1

1乍中。完成後li貸出しを
計画しております。

経営管理課

-12彊E彊冨富民~~・

漏れなく、正確にご記入を。

10月7日(日)までに調査員

が回収に伺いますので、調

査票は折ったり、丸めたり

しないで大切に保存してく

ださし、。

査
E
問

調
直
諜

勢一
叫ん削

国一
間
品
川

@
ヨ
仰向 各家庭へ配水

331 立す反絶対用

::<カ γ コ内は鈴木開始年

五|七平機イ史の基 jι下総
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bヴ震の固
ゴ
ミ
の
減
量
化
怠
ど
資
源
化
事
態
も
み
怠
さ
ん
の
ご
協
力

巳
よ
り
す
っ
か
り
定
着
.
市
で
は
、
資
源
化
事
業
の
一
粛
と

し
て
、
仙
川
月
4
a
白
か
ら
全
国
の
自
治
体
に
さ
き
が
け
て
、
牛

乳
パ
ッ
ク
頬
を
回
収
す
る
こ
と
に
怠
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業

の
目
的
は
、
使
い
鎗
て
疋
牛
乳
パ
ッ
ク
を
回
収
し
、
資
源
と

し
て
再
利
用
す
る
も
の
で
す
.
払
だ
ち
の
手
で
紙
パ
ッ
ク
を

よ
み
ガ
え
ら
せ
、
環
焼
と
緑
を
守
り
ま
し
ょ
う
.

資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
牛

礼
パ

Y
7
矧

{
ン
ュ

l
ス
・
酒
類

も
含
む
)
は
、
良
質
な
パ
ー
シ
ン

バ
ル
プ
で
で
き
て
い
る
た
め
、
牛

乳
バ

Y
7
約
ぬ
枚
で
古
紙

l
nに

相
当
し
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
伺

(
ω
μ
)が
5
伺
作
れ
ま
す
。

こ
れ
は
‘
大
人
1
人
平
均
川
か
月

分
の
使
用
最
で
す
@

現
在
、
各
自
治
会
を
訪
問
し
て

牛
乳
パ
ッ
ク
再
利
用
的
説
明
会
を

行
っ
て
い
ま
す
.

な
お
、
次
の
よ
う
な
紙
パ

y
ク

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
て
ご
注
意

く
だ
さ
い
.

本
長
期
保
存
可
能
な
低
調
同
殺
菌
牛

~j 

市
で
は
平
成
3
年
4
月
採
用
予
要
事
項
を
自
分
で
記
入
し
、
写
真

定
者
を
次
の
と
お
り
募
峡
し
ま
す
。

2
枚
(
ラ
イ
カ
判
・
上
半
身
無
伺

ま
た
、
障
害
者
の
庖
用
的
促
進
で
最
近
6
か
月
以
内
に
出
向
影
し
た

等
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
に
基
づ
も
の
を
所
定
の
位
訟
に
貼
付
)

き
下
位
向
受
験
資
格
に
加
え
て
次
卒
業
(
見
込
)
証
明
書
と
成
績
涯

の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
の
明
舎
(
最
科
学
歴
)
各
l
過
を
係

方
も
あ
わ
せ
て
募
集
し
ま
す
.
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
な
お
、
保
健
婦
、
治
鎖
倒
剛
お
よ

っ
介
餓
者
な
し
に
職
務
遂
行
が
可
ぴ
作
業
療
法
士
を
受
験
す
る
者
は
、

能
な
者
②
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
免
併
の
写
し
を
、
保
母
ま
た
は
生

胞
に
対
応
で
き
る
者
③
身
体
障

害

活

指

導
員
を
受
験
す
る
者
は
、
資

者
手
般
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
格
(
取
得
見
込
)
を
征
す
る
舎
鰍

V
安
付
期
間
日
曜
祭
日
を
除
き
、
(
成
績
証
明
昏
に
よ
り
政
認
で
き

同
月
1
日
{月
)
か
ら

ω月
日
日
る
場
合
は
不
要
)
を
添
付
し
て
〈

(
木
)
ま
で
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
だ
さ
い
白

4
時
(
土
昭
日
は
正
午
)
ま
で
に
出
①
印
鑑
を
持
参
②
身
体
隙
害
者

市
総
務
部
人
事
課
へ
関
係
轡
矧
を
の
方
は
申
込
時
に
身
体
障
魯
者
手

持
参
し
だ
者
に
限
り
受
付
・
械
を
符
答
。

V
受
験
手
続
試
験
申
込
容
は
、

V

R
験
日
刊
月
出
品
目
(
日
)

人
事
棟
で
交
付
し
ま
す
・
申
込
書

V
賦
験
会
場
我
孫
子
中
学
校

(
受
験
察
内
部
分
を
含
む
)
に
必

V
問
い
合
わ
せ
人
事
課

第790雪

礼
用
パ

y

ク
*
内
側
が
ア
ル
ミ

ハ

7
で
お
お
わ
れ
て
い
る
も
の
.

V
回

収

日

月

Z
固
め
雑
芥
ご
み

お
よ
び
資
源
回
収
日

V
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

牛
乳
パ
ッ
ク

の
出
し
方
金

噂⑧
ぬ
轡
砂

市
民
体
力
づ
く
り
大
会

t暴

時
一
川
月
叩
日
(
祝
)
午
前
日
時

所
一
市
民
陸
上
競
技
場
(
雨
天
市
民
体
育
館
)

問
い
合
わ
せ
一
教
育
委
員
会
体
育
課

日

恒
例
の
市
民
体
力
づ
く
り
大
会
が
今
年
も
行
わ
れ
ま

す
。
ふ
だ
ん
ス
ポ

l
y
か
ら
泣
ざ
か
っ
て
い
る
人
も
こ

の
機
会
に
保
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
.
ご
家
僚

で
.
友
述
同
士
で
、
ご
参
加
下
さ
い
。
主
お
、
当
日
、

市
民
体
育
館
は
無
料
開
放
し
ま
す
。

@
主
な
種
目
(
陸
上
続
技
場
)
同
時
初
分
か
ら

ホ
徒
隊
走

(
ω
M
-即
日
川
)
*
パ
ン
府
民
い
既
定
*
夫
婦

仲
良
く
*
隙
書
物
餓
走
*
む
か
で
鍛
走
*
玉
入
れ
脱
走

*
綱
引
き
*
地
区
対
抗
リ
レ

1
$
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
丈

@
壮
年
体
力
テ
ス
ト
(
陸
上
競
技
場
)
同
時
初
分
か
ら

*
血
圧
測
定
本
催
力
本
反
復
繍
飛
び
也
事

ジ
グ
ザ
グ
ド
リ

ブ
ル
本
垂
直
飛
び
*
忽
歩
(
男
1
5
0
0
μ

・
女
1
0

0
0
い川)

@
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

7
鴎
習
会
(
陸
上
妓
技
場
広
場
)

叩
時
却
分
か
ら

@
庭
疎
鴎
習
会
(
体
育
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

)ω
時
ぬ
分

か
ら
*
使
式

A
B
C
コ
l
ト
也
事
軟
式

・D
E
コ
l
ト

会場案内図

一 一一ーー刷 出 111-九角

• 橿 揖開予定量 !I! 脂 慣 格 MI~"歯肉書

ー 司障 上級 若干名
昭和37年4月28-昭和'4年4月1日生ま札向者で学歴 一般敏聾蹴破

男 を問わない 専門武庫
務

般 相 初級 若 司名
女昭和44年4月2日~昭和4s.11'4月1日生まれの者で学鹿 一般岨聾試世
を101わない 作文

行技 昭如訂正予4月z日~昭和44年 4月18生まれで砕門理佳
担割号 2 名 91 士約了した者且び平成3年3月31日までに軒7見込みの

一般教聾民駿
政問

者

昭和37年4月2臼~昭和44年4月1日生まれで専門課程
111 /'1拭騎

輯拍
土木 1 名女 を終TLI.こ者Ji.1E平成3年3月318までに料T見込みの

者

聴傘iI': 水道局韓民
昭如訂正H 月z日~昭何時年4月l日生まれの者で化学

若干名 男 生物学、水理学又は町生工学を導攻L修了Lた者及び平
車3年3月31固までにIn見込み向者

眼健 t! I 1 名-&: 昭和35年4月2日ー昭和W f.4月 18生まれで免許を有
する者且(PI庇3'手3月31日までに免許取得見込み町fi

宥揖婦 l 名女
昭相37年4Jl2日~昭和4&年4月1日生まれで免許を有
する者且び平1/1.3年3月31日までに免許取得見込み向者

一世粒聾試騎

'1 昭和33年4月2日ー昭初45年4月1日生まれで免請を有
f字書般法 当 1 名-

する者&IE平成3'手3月31日までに免許取!II見込み町者女

昭相羽生事4月2日~昭柏崎'1'4月 1日生まれで短・大卒
91 I (見込)以上で心理学，j¥、 教育学吊 祉企宇品を陪的た
者、高校卒以上で2年以上制神南弱者向偏祉に関する事

生描指 ，市貝 2 名・ 章に陀荷主した者文''''11神薄弱者向直生担績に闘し相当町
学議経験を有すると認められる者(仕合福祉主事同賢拍

女 を有する者且び平1b;3年3月31日までに肯間取得見込み
両者を宮む) 作 文

保 母 2 名-&:
昭相37年4月28一昭和46年4月!日車Hlで貴怖を布
する者且U平成3年31131日までに世抽取得見込みの者

m 防士 2 名男 昭和40Sl手4月2日ー昭!U4B-'手4月 18生まれ何者で学歴
をrJlゎ，.ぃ

後能 "1 2 才，男
昭如37'手4112臼ー昭和4B-'手4月l日生まれの者て学歴
を払1わない

怜貴調理且 1 
名 1Il 昭和30'1'4月2日~昭和48'1'4月1日生まれ町者でさF歴
女 士阿わない

v募集職種・受験資格等

3 4 

⑥モで十文字|こ
、ち/しぱる.

(1;;2) 
利~fU ~君竺〆ι
二二フど二二ニミ又ごフ乙二二

石司| 川区土1げー

( 10 月 14 日(日)~20日出)

行政相談週間

諏訪神社緊急b
に伴う交通規制

ω月
7
目
(
日
)
〈
雨
天
的
場
合

は
叩
日
〉
中
里
諏
勧
仲
社
内
祭
礼

が
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
午
前

9
時
か
句
午
後
3
時
ま
で
の
問
、

子
供
述
に
よ
る
神
輿
渡
御
、
山
車

引
き
の
た
め
、
中
里
区
内
の
主
斡

線
道
路
は
車
両
通
行
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
現
場
交
通
指
噂
民

的
指
示
に
ご
協
力
く
だ
き
い
.

ま
た
、
午
後
3
時
半
か
ら
7
時

半
ま
で
、
神
社
境
内
で
繁
人
減
益

大
会
が
行
わ
れ
る
た
め
.
中
里
新

国
通
り
は
、
川
崎
維
が
予
想
さ
れ
ま

す
.
市
中
岡
町
通
行
に
は
J
1

分
ニ
注

意
く
だ
さ
い
。

332 

子供用神輿渡御経路

{仁二コ 部}

10月25日(木)

行
政
相
談
は
、
国
や
県
、
市
町

村
的
行
う
仕
事
に
つ
い
て
」
説
明

が
納
得
で
き
な
い
へ
「
不
級
切
で

あ
る
¥
「
こ
う
し
て
欲
し
い
」
な

ど
行
政
に
対
し
て
の
袈
製
や
苦
情
、

意
見
を
広
く
皆
さ
ん
か
ら
聴
き
、

そ
の
解
決
や
促
進
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
‘
次
の
と
お
り
定
例
行

政
相
談
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
り
ま
す
。

V
日
時
山
山
月
お
日
(
木
)
午
前

ω時
か
ら
午
後
3
時

-v
場
所
市
役
所
市
民

相
談
室

曹
樋
山
田
市
行
政
相
賊

員
、
木
川
聾
(
本
町
)

宮
(
位

)
1
8
5
9

斉

藤
栄
子
(
泉
)
宮
(
剖

)8

7
4
5
 

V
問
い
合
わ
せ
広
報

広
聴
融
市
民
相
政
係

定例行政相談日

突通規制

のお知らせ

建
設
省
内
河
川
改
修
工
事
に
伴

っ
て
、
金
谷
堤
師
団
管
内
上
・

下
流

部
取
り
付
け
道
路
町
通
行
が
規
制

さ
れ
ま
す
.

工
事
期
間
中
は
‘
皆
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。
通
行
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

V
工
事
名
金
谷
堤
排
水
樋
管
徹

去
工
事
お
よ
び
久
寺
家
周
凶
堤
築

設
工
事
現
場

V
エ
事
期
間

ω月
E
白
か
ら
平

成
3
年
3
月
山
日
ま
で

V
問
い
合
わ
せ
建
設
省
利
綴
川

上
流
工
事
前
中
務
所
守
谷
出
張
所

合

0
2
9
7
(川
崎

)
2
4
4
1



第790号

健康カイド
保
健
セ
ン
タ
ー
で

湖
北
台

1
の
刊
は
の
日

(
湖
北
駅
南
口
徒
歩

2
分
)

再

U
U
1
1
3
1

==雪、=

し
あ
わ
せ
学
鼠

こ
れ
か
ら
父
鋭
、
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
、
ご
夫
婦
で
ご
容
加
を
.

V
日
時

m月
初
日
(
土
)
午
前
日

時
初
分
か
ら
日
時
初
分
(
受
付
は

当
日
会
場
で
午
前
9
時
日
分
か
ら
)

V
内

容

ホ

国

ミ
リ
映
写
「
母
と

子
の
き
ず
な
」
*
赤
ち
ゃ
ん
的
お

風
呂
の
入
れ
方
(
実
習
)
ホ
そ
の
他

相
談証
明
司
川
]

V
時
間
午
前
9
時
ぬ
分
か
ら
日

時

ω分
(
第
3
回
は
午
後
l
時
か

ら
3
時
)

'
持
参
母
子
健
康
手
版
と
鍛
記

用
具
は
毎
回
。
第
1
回
は
パ
ス
タ

オ
ル
1
枚
。
第
4
回
は
さ
ら
し
布

。~j 

1
5
0
m
位
、
品
、
針
、
ハ
サ
ミ、

?
チ
針
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

4
回
線
学
級
日
程

田1固
10月1日 お産向lIi
ω 妊婦体保

車2固
10月8日 妊鼠中町{術科衛生
仰 妊妓中と産i車両保健

聞3固
10月16日 経隊中町津聾
{*l 妊官官官t，器産町予防(医師向話)

第 4回
10月22日手ヴ(?オム y
開 赤ちゃんの聾損

」

産|宵
計 l
il1'lj !毘
赤 l

三|相

語|殴

ベ巴 1.

:t:ょ E
c し 7

村君 少

白警5歩主
白l.!:IV け『

竹見る

V 内川
，Jfg ょ

(3) 1990. 10. 1 

‘¥ 

¥ 

際額面開

10月の日曜・体目当醤医
惨鯵療時間午前9時~午後5時
砂持参するもの 保険証

日 自・医院名 電路

7 平 射l 合的 flo 89-t 1 1 1 

{~ {名子史仁会病院 88-31 I 1 
10 
ホリステ...-;，;ク

ヲミAtiタ リ='.;.0';'
85-30B2 

アビコ外IH!昨外門前院 84-7321 
14 
小古外 H 内 H 82-0165 

辛仁会我係子府民 82-8 I 6 G 
21 

f，附小児件医院 88-1018 

28 I j~拍子つ ( L肝附院巴-22 I I 

栄
叫
世
相
験
、
的
科
梱
柑
酬
な
ど
育
児

に
つ
い
て
の
細
か
い
相
械
を
行
っ

て
い
ま
す
.
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

V
日
程

ω月
2
日
か
ら
お
固
ま

で
の
毎
週
火
眼
目

v
m
x付
時
間
午
前
9
時
日
分
か

ら
9
時
同
日
分
(
骸
当
児
)
、
午
前
9

時
何
分
か
ら
即
時
初
分
(
そ
の
他

相
践
の
あ
る
方
)

V
対

象

*

平

成
2
年
6
月
生
ま

れ
(通
知
が
い
き
ま
す
)事

0
1
6

歳
児
(
相
械
の
あ
る
方
)

出
乳
児
健
診
は
母
子
健
康
手
帳
の

無
料
券

(
3
1
6
か
月
用
、

9

3

H
か
月
用
)
を
利
用
し
、
医
療
機

関
で
受
け
ま
し
ょ
う
・

唱曲圃
6
か
月
見
・
a
R
B査

V
日
程

m月
5
日
(
金
)
・
平
成

元
年
3
月
1
日
i
同
日
生
ま
れ
、

問
月
ロ
日
(
金
)
平
成
元
年
3
月

時
日
1
M
U
日
生
ま
れ

V
時
間
午
前
9
時
日
分
3
日
時

コ清E
ト田ど遍
コ_.-韮

泊4七(C."ロ
官接き告
V やみ

よん員

-v
日
時
山
月
初
日
(
火
)
午
後
I

時

ω分
か
ら
2
時
ぬ
分

-v
持
参
母
子
健
康
手
川
町
問
診

諸
発
熱
等
心
配
な
と
き
は
主
治
医

に
相
限
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

両
閣
閣
官
喧

府
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
倒
別

相
械
も
お
受
け
し
ま
す
。

-v
日

程

附

月

2
日
か
ら
幻
固
ま

で
の
毎
週
火
略
目

V
時

間

午

後

1
時
初
分
か
ら
3

時
(
受
付
・
午
後
1
時
か
ら
I
時

初
分
)

'
申
し
込
み
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
路
ま
た
は
直
接
お
い
で
下
き
い
。

幅
祉
団
崎
直

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
的
M
M

み
を
持
つ
方
向
た
め
に
精
神
衛
生

相
賊
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
申
し
込
み
電
話
予
約
(
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

V
担
当
神
経
内
科
医
横
山
逮
郎

先
生

結核健康診断

胸部X線機査で
健康チェックを

拍
保
健
所
か
ら
訴
す
口

sa廟児
健
康
齢
査

V
対
忠
昭
和
町
出
年
日
月
生
ま
れ

(
通
知
が
い
き
ま
す
)

V
日
時
叩
月
9
日
(
火
)
受
付
・

午
後
1
時
河
川
分
か
ら
2
時
日
分

V
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

V
持
参
母
子
健
康
手
帳
‘
曲
ブ

ラ
シ
.
尿

療

宵

相

殴

V
日
時
同
月
お
日
(
木
)
午
後
1

時
か
ら
Z
時
(
相
保
健
所
)

V
対
象
埜
形
外
科
的
な
心
配
的

あ
る
凶
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
斑

V
内
容
銭
形
外
科
医
に
よ
る
怜

祭
・
指
持
、
保
飽
附
に
よ
る
持
場

V
持

容

母

子
餓
剛
山
手
帳

一
健
康
メ
モ
⑫

一
高
血
圧
を
予
防
医
学
的
に
み

一
る
と
2
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
.

一
川
高
血
圧
に
な
ら
な
い
よ
う
に

一
予
防
対
策
を
た
て
る
・

一

ω高
血
圧
に
な
っ
た
人
は
、

そ

一
円
高
血
圧
を
進
展
き
せ
ず
、
高

一
血
圧
に
よ
り
二
次
的
に
起
こ
る

一
A
R
怖
症
(
脳
出
血
、
脳
硬
塞
等

戸
市
川
脳
血
管
郎
官
官
、
狭
心
症
、
心

一
筋
硬
塞
等
の
心
血
管
性
疾
山
中
い
お

一
よ
び
じ
ん
障
害
等
)
を
防
ぐ
。

一
医
学
的
進
歩
に
も
か
か
わ
ら

一
ず
、
高
血
圧
発
症
の
削
合
は

ω

一
年
前
と
犬
養
あ
り
ま
せ
ん
・
高

一
血
圧
的
ほ
と
ん
と
を
占
め
る
本

一
悠
性
高
血
圧
は
い
ま
だ
に
は

勺

一
き
り
し
た
原
因
が
分
か
つ
て
い

歯
の
健
康
指
樽

V
日
時
日
月
8
日
(
木
)
午
前
ゆ

時
1
日
時
ぬ
分
、
午
後
1
時
5

2

時
鈎
分
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

m月
3
日
か
ら
お
日
ま
で
、

市
内
各
所
(
日
程
は
前
号
広
報

に
掲
載
)
で
胸
部
X
線
検
査
を

実
施
し
ま
す
・
会
社
等
で
胸
部

X
線
検
査
を
受
診
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、

受
け
て
く
だ
さ
い
.

V
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

予
防
按
種
は

医
寝
機
関
で

次
の
子
防
接
組
は
医
療
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機

関
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
麻
疹
や
お
た
ふ
〈
か
ぜ

の
予
防
接
倒
を
受
け
る
際
、

M
M

R
(
新
三
棟
混
合
H
麻
疹
、
風
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
)
を
希
望
す
'

t
，，，。‘
6
6

ま
せ
ん
。
遺
伝
い
が
関
係
し
て
い
る
で
の
研
究
で
は
、
付
加
食
塩
6
u，
果
実
的
傾
取
に
よ
り
カ
リ
ウ
ム
一

こ
と
は
確
実
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
食
事
で
高
血
圧
的
進
展
増
惑
が
椛
取
を
多
〈
し
た
り
、
小
魚
な
一

が
、
そ
の
逃
伝
的
因
子
が
何
で
あ
防
げ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
・
現
ど
カ
ル
ン
ュ
ウ
ム
の
多
い
食
品
一

る
か
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
代
日
本
人
的
平
均
食
器
山
取
量
は
を
と
リ
、
ヵ
ル
シ
A

ウ
ム
不
足
一

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
予
防

1
日
日
;
ロ
ヴ

εい
わ
れ
て
お
り
、
に
な
ら
な
い
よ
、
フ
に
す
る
こ
と
一

策
を
海
じ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
.
少
な
く
と
も
こ
の
半
分
に
食
宿
を
等
肉
食
習
慣
を
子
供
の
時
か
ら
一

①
食
庖
制
限
が
血
圧
を
下
げ
ま
す
・
制
限
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
・

一

我
q
m
u
社
会
で
血
圧
は
、
年
齢
と
に
高
血
圧
の
家
族
議
因
が
混
同
早
な
③
食
事
以
外
で
は
、
ス
ト
レ

λ

一

的
多
い
手
話
や
連
動
不
足
的
生
一

活
一
喜
朗
間
続
く
ニ
と
山
町
、
高

一

血
圧
発
症
に
関
与
す
る
と
い
わ
一

れ

て

い

ま

す

。

一

以
上
あ
げ
た
生
活
よ
内

3
つ
一

の
注
意
を
、
特
に
高
血
圧
町
議
一

因
を
持
つ
家
系
的
人
は
、
子
供
一

円
頃
か
ら
実
施
す
る
こ
と
が
高
一

血
圧
の
予
防
に
有
効
と
考
え
ら
一

れ

ま

す

。

一

'
問
い
合
わ
せ
我
郁
子
市
医
一

師
会
宮
(
四
四
)
5
5
2
5

一

高
血
圧
の
予
防

と
も
に
上
昇
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
.
こ
れ
に
反
し
食
抱
M
M

取
が
極
端
に
少
な
い
民
族

(1
日

1
旬
以
内
)
で
は
、
ニ
の
年
齢
に

よ
る
高
血
圧
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

本
態
性
高
血
圧
の
治
療
に
食
盗
制

限
を
行
う
こ
と
で
血
圧
が
下
が
る

こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
.
今
ま

守
対
象

2
歳
6
か
月
3
6
歳
児

曹
定
員
先
泊
2
5
0
名
(
無
料
)

V
申
し
込
み
往
彼

ハ
ガ
キ

(
1

人
1
枚
)
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

保
彼
者
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

ω月
初
日
ま
で
に
湖
北
台
ー
の
ロ

め
は
山
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

る
方
は
医
師
に
ご
相
賊
く
だ
さ
い
。

曹
持
参
母
子
他
腹
手
帳
と
印
鑑

V
費
用
精
学
附
ま
で
無
料

家
系
で
は
、
幼
児
期
か
ら
こ
の
程

度
内
部
味
に
慣
れ
る
ャ
」

t
が
必
要

で
し
ょ
う
.

②
食
塩
以
外
の
高
血
圧
の
因
子
と

し
て
今
ま
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、

過
剰
な
カ
ロ
リ
ー
熊
取
の
制
限
、

つ
ま
り
肥
満
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
.
新
鮮
な
野
菜
や

メ
デ
ィ
カ
ル
ワ
す
'
弓
t
u
干
葉
山
叩

在
宅
ケ
ア
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
医
学
、

V
日
時

M
月
6
日
(
土
)
午
後
3

成
人
病
な
ど
高
齢
者
問
題
に
詳
し
時
か
ら
5
時
鈎
分
(
参
加
無
料
)

い
専
門
家
と
共
に
、
「
老
い
」
に
つ

V
場
所
ホ
テ
ル
オ

1
7
ス
(
北

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
柏
駅
下
車
徒
歩
間
分
)

V
テ

1
7

す
こ
や
か
な
老
い
を

む
か
え
る
た
め
に

V
パ
ヰ
リ
ス
ト
問
問
良
雄
氏

(
N
H
K
解
説
餐
貝
)
、
鈴
木
壮
一

氏
(
東
京
医
科
歯
科
大
瀧
師
)
、
大

白
袈
氏
(
慈
恵
医
大
拍
病
院
長
)
、

伊
藤
健
次
郎
氏
(
東
京
医
大
教
授
)

守
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
師

会
宮
(
飼

)
5
5
2
5

V
定
員

1
8
0名
{
先
着
順
)

揖
鮮
し
〈
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

「、
u
Z
企
劃

f

u

コ

募

生

t
v
q
A
t
同

思

、1』F
J

q
ノ

共

(

d
句
ヰ
・
J

内

/

}

績

を

日
μ

J

)
一
M
羽
カ

h
f
u
r
H
U

内
、
、
一一
い
柚
幽

J
A門

k
か
に
赤
ご

，国-シ園同百『句』 一= (麻

¥/ )l凪持テア
7aj

せさ

B種

官

，昆
. 

li 

L 

~ /J 

t・.障がな 1 すt.1 {、E
主
L 

Zお由 る--;;(.高
8 2 ‘Q) こなQ)

阪

陸円を
閉
i1u、.剛を

1雌
生
日

と釘誕
h' 
.
生 当

〈
刷終
l 
生惜
か 盟まし 生{量か

日
者

年間俗7
閥
Ij
岨学t

的
ま

均

t 
18 
批
時

前

句

ま

ι

一

9五
二も

8

、か

か
月 よ) 

1 31 
か
月 ぴ

以上け

年あ週町

8
にでま
の
で
陣

月を 3
ら
6 て 鎗
;r Q) 祖

て

H

隔で

I1
綾す世幼児。

〈
月ま
劫
児 期

!年日jて 間
1 3る

包隅檀 織
囲

白
4奥様回二と

一
一
生
大
胆
歯
科
衛
生
講
習
会

-
V
日
程

ω月
出
品
目
(
千
襲
県
衛

生
短
期
大
学
)
か
ら
3
回
実
施

V
対
象
歯
科
衛
生
士

V
受
醐
問
料

1
人
1
日
2
0
0
0

円
(
非
会
H
3
0
0
0
円
)

家
庭
児
童
相
談
室

宮
(
凹

)
1
'
1
3
内
棉

3
5
2

子
育
て
で
困
っ
た
時
の
相

続
に
応
じ
て
い
ま
す
.
側
人

的
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
何
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
.

V
相
隊
日
月

t
金
曜
日
、

午
前
凶
時
1
午
後
4
時

333 
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〉
図
書
館
一

一
戸
だ
よ
り
「

。
市
民
図
・

館

宮
(
U
刷

)1
1
1
0

@
霊
忠
弘
昭

含
(
U
)
8
5
5

@
布
佐
分
館

官
(的
)
T
3
1
1

@
移
動
図
・
舘
宮

(
U
)
0
9
0
9

。-
園
-
剥
用
品
骨
の
E
新

~j 

市
民
図
書
館
で
は
、
先
行
後
3

年
を
経
過
し
た
図
潜
利
用
券
の
登

録
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
.

餓
当
す
る
図
曾
利
用
券
を
お
待

ち
の
方
は
、

更
新
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
@

マ
更
新
方
法

市
民
図
掛
館
本
館

ま
た
は
分
館
で
‘
本
を
借
り
る
時
.

新
た
に
図
省
利
用
申
込
溝
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
.

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第790号

⑥
湖
北
台
分
館

"
油
給
H

-v
作
品
・
作
者
静
物
(
F
6
}長

谷
川
浩

一
(
中
型
)
、
手
勿
沼

(
F

B
)
寺
山
光
郎
(
湖
北
台)、

静
物

(F
6
)
内
期
間
判
明
正
(
湖
北
台
)、

風

奴
(
F
凶
)
線
図
慎

一
(
中
里
)

@
布
佐
A

育
館

H
皮
工
芸
H

-v
作

品

ひ

と
と
き
「
ぬ
X
1
2

ohp)
・
者
向
息
吹
き

(l
s
o

x
-
6
0
H
B) 

-v作者
村
よ
虚
子
(
山県
)

国
国
期
間
叩
月
2
B
i
初
日

』

〈私の鱈き怠風景}手飼沼道修道沿いE 諸島恒敏〈白山〉

rひな遣れのコブ8・を宛ているご婦人.モのひとこまが、
とても自然ととけあっていましたJ

写
真
募
集

こ
の
欄
に
餓
せ
る
写
真
を

募
集
し
ま
す
.
テ

1
7
は
「
私

的
好
き
な
こ
の
場
所
、
こ
の

風品川」・
別
紙
に
住
所
‘
氏
名
、

沼
稲
番
号
、

撮
彬
年
月
、
場
所
、

ひ
と
包
を
明
記
し
、
我
孫
子
l

8
5
8
市
役
所
広
報
広
臨
時
疎

へ

ど
う
ぞ

(湾
側
進
呈
)

お
は
な
し
会

殺
し
い
お
活
や
絵
本
の
税
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
す
。

4
歳
か
ら
9

設
く
ら
い
の
チ
ビ
y
子
集
ま
れ
/

V
日
程
*
叩
月
4
日
(
木
)
、
凶

日
(
木
)
市
民
会
館
第
4
会
議
室

必
年

ω月
日
日
(
木
)
‘
お
日
(
木
)
布

佐
分
館
お
は
な
し
の
部
屋

V
時
間

午
後
3
時
ぬ
分
S
4時

そ
よ
か
ぜ
号
の
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
新
殴

今
月
か
ら
そ
よ
か
ぜ
号
的
見
テ

l
ン
ョ
ン
を
楓
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー

に
新
設
・
ご
利
用
〈
だ
さ
い
・

(;~) 
曜日 日 ステーション名 III 所 時間(午後)

3 中 時中峠 亀田谷 公 園 1 : 30-2・10

水 湖 北 海l北 地区公 民 館 2 : 20-2・50
17 新木野 あらさ野ストア袈 3 : 10--1 : 00 

木 14B 天王台
天王台東児童公 団 2 : 00-2 : 50 

青 山 台 柴崎台 4 号 公 団 3 : 10-<1 : 00 

金
干 久寺家 久寺家あけぼの公団 2 : 00-2・45

19 っく Ln 東急ショyピンデセンタ 裂 3 : 00-<1 : 00 

水 24 
布佐 部 .í~ 年館 2 : 00-2・45
布佐平和台 布佐南 i斤院セン タ ー 3 : 00-<1 : 00 

11 白 山ー洋 1正機社宅入口 1 : 40-2 : 20 
木 並 木九石家具駐車場 2・30-3 : 00 
25 台 凶台団地尻公閣 3 : 20--1 : 00 

12 恨 戸中 鈴木ぶどう間前 1 : 30-2 : 00 

企 m 戸 11{戸近隣センタ 2 : 10-2・40
26 つ〈し針 東急ンヨ ツピングセンター裏 3 : 00-<1 : 00 

そよか嘗号(~書館~) 10周の目

国今
回
は
七
宝
焼
に
銚
川
崎
し
ま
す
.
学
年
、

電
倍
番
号
、
七
宝
焼
参
加

V
日
時

ω月
幻
自
(
日
)
午
前
川
希
望
と
明
紀
し
、
問
月
5
日
ま
で

時
3
午
後
3
時
(
中
央
公
民
館
)
に
我
孫
干
1
6
8
4
教
育
議
貝
会

V
定
員
削
晴
子
初
組
(先
着
順
)

社
会
教
育
鯨
宮
(邸

)1
1
5
1
へ

V
参
加
費

l
人
5
0
0
同

V
講
師

荻
野
紀
子
氏
(
全
日
本

七
宝
手
工
芸
協
会
理
事
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ガ
キ
に
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、

也
自
問
切
屈
mω
母

h
F
手
担
軽
に
楽
し
め
る
七
宝
焼

い
カ
l
ド
u
と
呼
ば
れ
る
も
的
だ
.

ニ
的
カ

l
ド
を
作
っ
て
い
る
の

が
「
ふ
れ
あ
い
カ
l
ド
づ
く
り
」
的

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
川
名
.

平
均
年
齢
印
成
代
的
女
性
た
ち
で

あ
る
.「救
背
後
日
会
で
行
っ
て
い
る

社
会
教
育
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
拳
加
し

て
い
た
仲
間
の
中
か
ら
誕
生
し
た

グ
ル
ー
プ
で
す
.
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と
思
っ

て
い

た
時
、
ふ
れ
あ
い
弁
当
司
会

的
方
と
館
す
機
会
が
あ
っ
て
‘
こ

の
カ

l
ド
を
作
っ
た
ら
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
代
表
的

山
本
加
干
さ
ん
・

活
動
を
始
め
て
4
年
目
。
季
節

の
先
ど
り
を
し
む
が
ら
メ
ン
バ

ー

全
只
で
・
カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
を

違反建築

防止週間

問
人
跡
幼
稚
園
園
児
募
集

来
年
皮
肉
幼
稚
園

児
を
募
集
し
ま
す
.

V
案

内

叩

月

日
日

か
ら
下
表
各
聞
で
案

内
部
と
蹴
市
町
を
頒
布
。

V
入
国
手
続
凶
月

別
固
ま
で
に
出
願
し
、

日
月
1
日
以
降
各
閣

の
案
内
に
よ
り
検
定

を
受
け
‘
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
.

咽 名 所在旭 電信

めばえ 白山2-7-5 1!l~91 2 

ひ刀り 緑2-3-1 (¥¥:0415 

き 草 cp里515 l!ii初26

湖北白 湖北白8-10-2 弘明∞1
湖北自ばら 湖北白5-2-1 側2211

わ 疋 市任1275 民。'~600

一階堂 久幸家479-1 白骨1371

工デル 県24-32 (j<>1邸4

つくしの つ〈し野6-23-10 制ω2∞
市住台 市佐1849 民~0231

決
め
、

一
つ
ひ
と
つ
心
を
込
め
て

作
る
.
年
身
、
縫
っ
た
デ
ザ
イ
ン

に
な
っ
て
き
た
た
め
.
細
か
な
作

業
が

mえ
て

い
る
.

「
お
年
好
リ
に
毎
回
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
し
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な

b
A

，V2
 

が
ら
み
ん
な
で
作
っ
て
い
る
の
で

謙
し
い
」
と
メ
ン
バ

ー
の
方
有
.

欠
席
す
る
人
も
ほ
と
ん
ど
な
〈
、

メ
ン
バ
ー
以
外
の
方
が
手
伝
い
に

来
る
ニ
と
も
多
い
.

「
お
礼
的
雷
楽
を
い
た
だ
〈
と

カ
l
ド
作
り
を
し
て
い
て
よ
か
っ

た
な
と
思
い
ま
す
』
と
カ
ー
ド
を

作
る
手
は
休
ま
な
い
.

V
代車問

山
本
加
子

宮
(関
)
3
2
2
3

h
F
E
新
作
の
力

1
ド

企
毎
月
第
2
・
3
金
曜

日
に
、
中
央
公
民
館
で

力
l
ド
づ
く
り
を
す
る

皆
さ
ん

<，...<><>-<>--0・<><><><><>-<><>--~~-........ 喝。""'<><><.~

文芸どよりは皆さんがつくるコーナーです.

締切は毎月13日(必稲). 1人l作に限ります.

応募先 我孫子1858市役所広鰍広聡課 染谷呆後退

目
町
め
沼
う
つ
く
し
〈
骨
れ
ゆ
け
り

笠
谷
千
鶴
子

秋
天
に
投
闘
の
音
た
し
か
む
る
海
老
原
干
代
子

刈
り
の
こ
る
庭
一

隅
に
串H
Y
L

山
崎

斜
一

回
ん
町
道
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
彼
岸
花
的
聞

は
る

ふ
る
さ
と
に
母
腰
仰
は
し
い
わ
し
震

三
谷

和
夫

山
避
に
姉
妹
ら
つ
ど
う
赤
と
ん
ぼ
姪
間
八
寸
子

オ
カ
リ
ナ
を
吹
く
少
年
よ
月
内
道
長
谷
川
敏
子

張
木
戸
を
し
め
て
見
か
え
る
虫
内
側

関

図

版
治

泣
か
な
る
大
地
に
た
れ
し
稲
を
刈
る
篠
田
ま
さ

街
路
樹
の
秋
陰
紛
れ
街
路
灯
久
保
田
幸
校

鋭
に
来
て
お
ふ
く
ろ
の
味
十

年

目

関

口

静

江

吾
が
彬
の
部
り
そ
う
て
米
し
月
の
道

本

多
官
官
久
子

俳句橿・R
山本寛木選

風
引
出
し
手
質
的
水
面
に
紅
を
さ
し
お
ど
る
花
火
に
今

行

月

山

川

ゆ

定

本

明

賞
金
波
ま
ば
ゆ
く
帰
れ
る
空
の
も
と
エ
ン
ジ

ン
の
音

そ

こ

こ

こ

に

聞

こ

申

渡

辺

万

里

あ
な
た
に
は
ほ
ん
と
の
辛
さ
わ
か
ら
ぬ
と
夫
を
亡
く

せ

し

友

は

百

ひ

き

る

奥

軒

二

三

υか
ら
U
て
細
き
み
み
ず
と
新
し
き
倒
的
ぬ
け
が
ら

朝
の
道
mm
く

三

谷

和

夫

老
い
く
れ
ば
身
に
泌
む
思
V
真
夏
日
に
一
人
暮
し
の

人

的

貯

を

き

〈

公

手

孝

同

日
米
の
友
日
間
の
た
め
尽
し
た
る
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
人

時

厳

死

き

る

馬

場

干

柏

崎

子

『お
ぢ
い
ち
ゃ
ん
退
院
お
め
で
た
う
』
と
係
五
人
声

を
州
へ
て
夫
を
迎
へ

ぬ

小

出

礼

子

刈
リ
料
へ
し
固
な
か
を
走
る
木
原
線
向
車
内
に
も
み

が

ち

焼

く

智

将

ム

奥

辺

市

民

江

こ
の
一
年
念
仏
絡
に
明
け
暮
れ
て
浄
土
が
そ
こ
に
見

ゆ
る
気

が

す

る

繍

佐

一

宮
山
と
底
に
沈
め
る
外
涼
の
風
一
つ
な
き
畳
め
静
け

さ

本

多

喜

久

子

H
織
り
ま
す
H

V
有
料
で
キ

ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ア

〈飯
野
宮
(
剖
}
8
6
8
4
V

H
隠
っ
て
〈
だ
さ
い
H

*
食
時
間
(古
い
茶
ダ
ン
ス
等
)

〈沢
田
宮
(凶

)8
0
9
7
v

V
申
し
込
み
各
辿
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
.
な
お
、

コ

ー
ナ
ー
同
限
立
、

E
活
で
有
史
主

治相榔
消
資
生
活
係
へ
・

V
コ
ー
ナ
ー
利
用
よ
の
注
意

取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
省
所
用

品
、
明
也
気
製
品
、
子
供
用
品
、
学

習
用
品
、
自
転
車
(原
付
を
含
む
)

な
ど
日
用
雑
貨
等
の
耐
久
消
費
財

と
し
ま
す
。
衣
類
、
自
動
車
、
生

き
物
は
取
り
掛
い
ま
せ
ん
.

V
悶
J

昔
hy+-

H
毛
色
西
軍

334 
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泰人のと自慢犬舎
出場者募集

(5) 1990. 10. 1 

自治会訪問~ I

ふ セ 緑|
く ン 多|
ら タ く|

む 住|
のみ|

11 

ιy杢u， や l

た 成 す l

ち で v、l(;t 
な
、
街.ロ.... 

自 期
O 

2，4同A 
待 近会

11 も 隣

活
動
は
.

8
月
に
夜
祭
り
を
し

て
い
ま
す
。
手
巡
り
の
憎
み
こ
し

を
子
供
述
が
か
つ
い
だ
り
、
花
火

大
会
や
出
庖
な
ど
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
梨
し
ん
で
い
ま
す
.
会
員

同
士
、
皆
版
な
じ
み
で
す
か
ら
と

て
も
盛
り
上
が
リ
ま
す
よ
.

ほ
か
に
は
、

I
月
に
会
員
全
員

司

A
自
治
会
の
街
並
み

7-

4
夏
祭
り
が
行
わ
れ
る

9
回
目
を
迎
え
る
産
業
ま
つ
リ
在
学
的
中
学
生
以
上
町
方
(
プ

が、

ω月
幻
自
(
日
)
に
湖
北
台
中
ロ
歌
手
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

央
公
園
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
.

V
定
員

先
端
初
名
(
カ
ラ
オ

今
固
め
目
玉
は
‘
素
人
の
ど
白
川
四

ケ
テ
プ
持
参
)

大
会
。
あ
な
た
も
自
慢
の
の
ど
を

V
表
彰

優
勝
、
準
優
勝
、
市

披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
・
ふ
る
っ
長
賞
.
機
長
賞
、
教
育
長
賞
他

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
.

V
ゲ
ス
ト
敵
手

岡
花
江
、
三

曹
日
時

叩
月
幻
日
(
日
)
午
前
日
成
と
お
る
、
愛
川
持
織

時
か
ら

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

V
咽咽所

湖
北
台
中
央
公
邸
叩
月
刊
日
(
視
、
必
着
)
ま
で
に

V
応
募
資
格

市
内
省
住
・
在
勤
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
幽
目
、
住
所、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
湖
北
台

2
の
2
の
5
産
業
ま
つ

ゆ
実
行
委
貝
会
の
ど
自

慢
大
会
係
佐
々
木
台

(
前

)1
0
3
6
へ

で
強
純
会
を
聞
い
た
リ
.
毎
月
1

固
め
公
開
摘
出
聞
や
、
た
ち
ば
な
台

だ
よ
り
の
先
行
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
位
、
目
的
前
に
似
戸
近
隣
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
た
の
で
、
み
ん

な
期
待
し
て
い
ま
す
。
待
ち
こ
が

れ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
.
自
治
会

的
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、

他
的
自
治

会
と
の
交
流
や
、
サ
ー
ク
ル
活
動

が
盛
ん
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

色
々
な
将
校
を
持
っ
た
人
が
出
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
我
々

も
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
地
峨
へ
入

っ
て
行
〈
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う

か
ら
‘
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
完
成
は

大
き
な
意
味
が
あ
リ
ま
す
ね
」

曹
会
副
首
近
甜
鴨
川
弘
道
栂
戸
5
4

9
の
お

め
V
こ
-r
戸
恥
グ

φ
4
186 

今
年
で
9
年
目
を
む
か
え
る

市
民
大
学
講
座
が
、
こ
の
凶
月

か
ら
中
央
学
院
大
学
‘
川
村
学

問
女
子
大
学
的
協
力
を
え
て
開

似
さ
れ
ま
す
.
こ
の
ヲ
ち
中
央

学
院
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
y
，y

の
諸
問
也
「
手
口
泌
周
辺
町
地
成

史
」
に
、
市
史
づ
く
り
に
参
加

す
る
入
荷
が
招
き
を
受
け
、
大

学
的
救
出
に
立
ち
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
生
波
教
育
が
唱

わ
れ
る
な
か
で
・
大
学
公
開
地

座
が
盛
況
で
す
・

『
卯
教
育
年
地
名
研
究
所
内
風
土
研
究
悦
を
受

鑑
』
に
み
る
と
、
前
年
度
に
公
貸
し
た
卵
年
に
、
公
開
購
鹿
町

υ

開
講
座
を
開
放
し
た
大
学
は
固
と
つ
を
市
史
揃
さ
ん
車
一
が
将
来
的

公
秘
立
あ
わ
せ
全
体
的
花
%
の
に
担
当
す
る
よ
う
.
大
学
か
ら
お

3
4
0
枚
、
泌
座
数
2
9
0
0
、
統
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り

受
識
者
数
%
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
.
そ
の
時
、
少
し
工
夫
を
し

ま
す
。
こ
の
大
学
公
開
餓
鹿
は
よ
う
と
、
地
域
に
ひ
ら
か
れ
た
大

行
年
度
か
ら
U
年
度
ま
で
に
、
学
を
追
求
す
る
う
え
で
地
元
公
民

大
学
数
で
3
階
、
鵡
師
団
数
と
受
館
と
的
迎
併
を
取
リ
あ
げ
、
そ
こ

園
生
お
名
が
元
気
に
活
躍

第

3
回
あ
ら
き
園
運
動
会

9
月
目
目
、
時
折
リ
強
く
降
る
園
生
お
名
は
、
こ
の
目
的
た

雨
の
な
か
、
結
神
薄
弱
者
更
生
施
め
に
8
月
か
ら
線
開
。
赤
組
と

股
「
あ
ら
き
凶
』
的
巡
励
会
が
、
自
組
に
分
か
れ
た
凶
生
た
ち
は
、

身
体
隊
答
者
組
祉
セ
ン
タ
ー
の
グ
印
名
ほ
ど
の
保
餓
者
や
来
伐
の

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
戸
M

慨
を
受
け
主
が
ら
‘
徒
競
走

や
玉
入
れ
.
パ

ン
食
い
舵

走、

制
引
き
な
ど
の
腕
肢

に
元
気
い
っ
ぱ
い
の
活
版
。

制
引
き
な
ど
何
段
伎
に

は
保
施
者
向
方
が
参
加
し

た
り
、
当
目
的
巡
営
に
若

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
方
同
日

名
が
手
伝
う
な
ど
‘
運
動

会
を
悦
り
あ
げ
て
い
ま
し

あ

ぴ

パ
ン
食
い
飢
走
の
園
生
遥

『、-
あ

れ

、ー

れ

講
者
数
で
は
4
悩
以
上
と
叩
乍
埴
な

仰
び
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
.

き
て
、
そ
の
な
か
で
「
手
錠
沼

悶
辺
の
地
域
史
』
減
問
叫
が
誕
生
し

ま
し
た
・
こ
内
企
画
は
、
「
我
孫

子
市
史
研
究
」

y
リ
1
ズ
が
日
本

町
市
民
学
級
で
活
脱
し
て
い
る
秘
的
公
民
館
活
動
が
長
年
に
わ
た
り

附
叫
が
オ
ー
プ

ン
カ
レ

y
ジ
で
郷
背
ん
で
き
た
市
民
締
附
集
団
が
、

土
史
を
踏
る
こ
と
は
‘
広
い
版
で
大
学
公
開
講
座
で
締
殺
す
る
、
そ

み
て
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
持
つ
め
の
意
義
を
〈
リ
返
し
て
強
鯛
し
て

で
は
な
い
か
と
提
案
を
し
ま
し
た
。
み
た
の
で
す
.

市
民
学
級
は
即
年
度
か
ら
は
じ
ま
そ
し
て
今
回
‘

幸
い
に
も

，市

リ
今
年
で

μ
期
目
を
む
か
え
、
充
民
と
と
も
に
学

υ
~地
域
社
会
と

分
な
キ
ベ
リ
ア
を
持
っ
て
い
ま
す
。
大
学
を
結
~
ナ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
y

そ
し
て
締
附
陣
と
は
、
川
町
年
、
市
ジ
円
相
仰
の
も
と
に
.
多
機
な
締

大
学
公
開
講
座
と
市
史
づ
く
り

1
1
1
生
涯
学
習
の
視
点
か
ら
|
|

れ

『

乞圃

れ

た
だ
、
周
り
が
柏
市
に
問
ま
れ
て

い
る
関
係
で
、
下
水
道
を
蚊
い
て

我
孫
子
市
の
最
西
端
、

9
月
泌
も
ら
う
に
も
.
柏
市
と
の
協
時
間
が

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
板
戸
近
際
セ
必
要
な
ど
、
面
倒
な
面
も
あ
り
ま

ン
タ
ー
の
北
側
に
位
也
す
る
の
が
、

す
-
現
在
、
自
治
会
で
は
、
集
中

た
ち
ば
な
台
自
治
会
@
浄
化
相
で
汚
水
処
理
し
て
い
る
の

こ
こ
は
、
民
間
宅
地
で
開
発
さ

で
す
が
、
施
般
的
維
持
、
包
型
が

れ
、
自
治
会
発
足
は
、
昭
和
一
四
年
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
.

m月
.
現
在
は

5
班
、
刊
世
帯
で

幽
明
成
さ
れ
て
い
る
.
北
柏
駅
か
ら

歩
い
て
は
リ
分
と
い
う
池
内
利
か
ら
、

会
員
の
ほ
と
ん
ど
は
東
京
方
面
に

勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
川
山
歳
代

的
働
き
盛
り
が
多
い
。

会
長
を
務
め
る
近
藤
弘
道
さ
ん

に
、
自
治
会
的
機
子
を
伺
っ
た
.

ご
」
の
あ
た
り
は
、
織
が
多
く
、

静
か
で
住
み
や
す
い
所
で
す
ね
.

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
‘

2

年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も

の
。
今
年
は
、
定
貝
刊
名
町

と
こ
ろ
打
名
町
応
募
が
あ
リ
.

急
き
ょ

2
回
に
分
け
て
実
施
。

参
加
者
は
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
、
下
水
道
料
米
処
理

場
、
白
川
町
怖
物
館
.
手
引
氾

な
ど
を
見
学
し
.
係
員
同
説

明
に
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
十
、
見
学
後
・

「
ゴ
ミ
処
引
の

大
を
さ
や
川
川
町
一山
札
が
よ
く
分

か
っ
た
.
自
分
迷
も
で
き
る
ニ

と
か
ら
協
力
し
な
け
札
ぱ
」
む

ど
の
意
見
か
、
多
く
の
参
加
4
円

か
ら
得
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市施ihdi
θ買えれEm学 主主E芸
~.，・.6. J)主 力J1行が‘... .L..>o. .1~ L iヲn に
~ 65 
e 名
視芸
察加

列
車
事
故
負
傷
者
を
救
出

集
団
事
故
瓢
急
叙
護
訓
練

市
消
防
本
部
・
医
附
会
、
l

「
我
孫
子
駅
間
内
で
刈
申
併
比

R
東
日
本
、
我
M
m
T野
山
市
替
の
が
発
生
」
と
の
必
定
で
訓
練
が
川

合
同
に
よ
る
「
峨
凶
#
他
紙
怠
始
。
辿
報
を
畳
け
た
消
防
引
が
サ

政
品
訓
練
」
が
9
H
B
H
(
土
)、
イ
レ
ン
を
同
切
ら
し
て
坑
場
に
刊
ψ
M
.

代
物
線
跡
地
で
行
h
れ
ま
し
た
。

消
防
ー
が
エ
〆
シ

〆
カ
〆
タ

で
似
の
7
エ
/
ス
を
す
ば
や

く
切
断
し
川
内
に
雌
入
、
負

阿
君
品
川
し
ま
し
た
e

以
泊
し
た
岬
仲
間
以
の
中
.

品
川
似
者
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
泌
U

ニ
ま
れ
以
川
が
応
急
手
J
ゴ
を

し
救
怠
巾
で
州
院
へ
似
吟

訓
練
は
、
ま
さ
に
本
格
さ

な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
e

座
の
弘
か

へ
、
「
手
mn沼
周
辺
町

地
娘
史
」
緋
座
が
加
え
ら
れ
Z
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
問
、
市
史
づ
〈
り
は
、
そ

の
開
査
研
究
を
.

『水
戸
土
浦
道

中
絵
図
h

『
新
聞
帽
利
楓
川
図
志
』

の
刊
行
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
市
械
の
み
主
ら
ず
周
辺
に
も

眠
を
配
り
な
が
ら
進
め
て
お
り
、

あ

ぴ

ま
た
我
郁
子
市
史
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
沼
再
生
町
制
い
を
ニ
め

て
、
沼
周
辺
町
歴
史
文
化
を
は

じ
め
て
と
ら
え
た

『手
間
泊
周

辺
を
勧
ね
る
』
を
刊
行
し
ま
し

た・

「手
間
円
沼
周
辺
の
地
成
史
」

諦
虚
は
、
こ
れ
句
的
成
果
を
共

通
院
織
と
し
て
す
す
め
ら
れ
る

こ
と
て
し
よ
う
。

生
滋
学
制
が
多
Mmに
活
発
化

す
る
な
か
で
、
我
孫
子
内
市
史

づ
く
リ
は
.
的
年
度
か
ら
放
送

大
学
的
廃
史
文
化
続
座
「
非
泊

町
中
的
叫
」
に
多
聞
し
て
き
ま

し
た
@
そ
れ
も
合
わ
せ
て
、
市

史
づ
く
リ
は
.

Z

多
〈
町
市
民
的

参
加
協
力
を
得
な
が
句
、
市
史

的
切
行
を
法
礎
に
、
地
元
町
公

民
館
携
座
、
地
滅
的
大
学
公
開

締
座
、
全
国
的
む
放
送
大
学
と

生
涯
学
料
体
系
的
三
つ
の
場
で
、

自
ら
学
び
‘
ま
た
そ
ニ
で
成
る

貢
献
を
は
た
そ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
.
(
市
史
制
さ
ん
室
)

335 

負
傷
者
を
応
急
手
当
す
る
医

師

『

'-

あ

れ

れ

'、
ιー
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平成2年9月T日現在人口121，062人(+1，∞2人)
男60，ωo人女60，262人

*也得費~38 ， 892也宇野(+972世手軽)
・市民図唇館本館84-1110 湖北台

分館87-3055 布佐分図的 1311 

惨動図鑑fiIl87-0909
'AIl市改造事務所 85-1171
l易体障害者福担Iセンター 88-0141
・あらき図 88-4188
・つつじ涯 88-0123
・生活環!IU'I!(浄化憎)87-2379 
(ゴミ)87-∞15(し尿)段)-2547
・布佐南近隣センター ω-3740
・天王台北近隣センタ 82-9988 
・恨戸近隣センター 83-5363
・湖北台市民センター 88-9927
・布佐市民センター 89-1193
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「
1
1
1
L
h
p
h

，惨日時・揖所 10月13B(工〉午後 惨橿目団体戦(4単1複)1チー

2関から4旬、申央公民館〈無制〉 ム4'8以上

"草書加賀 サチーム35∞向砂対象成人男性

話言 。-ご
1市民バドミントン大会II嫡飾旭区政治学級受講者|
砂B時 10月21日〈臼〉午前9時 砂日時 10同30巴〈火〉午後1時30

~樋所市民体育館 分刀ら4筒30分〈受議飢判〉

惨植田 男女シンフルス、男女ダ 砂国語所 硬葛飾合同庁禽(白戸市〉

プルス(1・2包)、混合ダブルス 炉内容筋~r変革の時代と巳本

淡男子2部は初J~\者及U40;;軍以上、 の課題J ほか

女子2包は初ゆ者及び家庭婦人 惨募集人員先白150-8 I ¥11 .......1. ~rt-_I.J...........， ......A I 
印加貿信中学生以よの市内在 砂申し込み問い合わぜ 翻 で |米の小売庖を始めたい万ヘ|

庄、在関、在学者。守人2磁目以 東海安庁総務腺60473(61)2111へ 砂申鴎受旬叩月12B(金〉までの

231伝記忠弘 |北部地域文化祭作晶|;tzz吋(土随午後
険診加資 オ人7樋目200円〈申学 砂日程 11月2巴〈金)-4日〈白〉 砂野可叡特定営換所1、販売所

生1∞同〉 惨会港第守、つくし野コミュニ オ

砂申しi且ゐ・問い合わせハガキ ティホーJ[，、第2 我孫子ピレ 砂申し込み問い合わ世商工観
に住所、氏名、年齢、佐別、 電艶 ジ中高層住宅集会所、第3:東急 光線

ZTJZZ自民;誌、;ニ誌特詰iB〈況〉まで |物価ダイヤル|
iI>>=)d'で巳若惚101の7の206鈴 砂問い合わせ鈴木6(85)2851 消白雪からの物価問題について

木健二世(84)2787へ !大気汚染防止推進月間| の問い合わぜを受(7(ヨけまさ言。

キャッチフレーズ| 惨連絡先程漬企画庁物価ダイヤ
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全国防犯運劃
10月11自体)-20巴仕)

おでかけは、ちょっとの

間も鍵 かけてH

-・甥艦 大気活溌防比を目的とし Jし603(502)7611、県物価ダイや

疋暖房温度の適正化、自動車の便 ル宮ω72(23)2468 

;zzrxzuzzt⑮③⑪⑧⑧  
惨応募方法 55 x 40，'以内の函周 キザツチフレーズ等、住所、氏名、 。段崎錫人会僚から往会福祉B恒殴

紙に水彩ま疋はつレヨンで。喪面 性別、年齢、 宮;&5番号、践豊臣〈学 盤情基金にと3万円の寄1百ガあり

に作者の住所、氏名、年齢、学年 傍名〉を明配し、 10月31日(7)(、 まし疋。

を明記し、 10月25日(木〕ぎでlこ寿 消印有劾〉ぎでに干100干代田区 0にっぽんのゆを司買う会阪から社

2の27の5古称陽子まで郵送。 霞ヶ関1の2の2m焼庁大気保全 会福祉Iili~量艶官官基金にと3万7978

炉問い合わ世沼津宮(84)9828 "言受通公茜苅策室大気活染防比縫 円の寄付ガありまし疋。

|ボランティ湾側雌|

砂日時 10月16巴〈火〉午前10筒45
砂内容 r90年代を創造的に生き 砂申し込み 問い合わせ大会名、分から午後4時

る戸ンクJ[，J 講師渡辺防IE氏 ι涜 住所、氏名、 trl&5番号を明記レ、 砂楓所的鷹市中央公民館5階

通経済大学毅殴 10月18日〈木、必着〉までに毒事加白 惨内容 胸演「高自制ヒ往会とポラ

惨問い合わせ中央公民館

|手賀沼靴を考える鵡髄|

砂日時田揖所 10月14巴〈白〕午後

O時30分から4筒、市民会館

を添えて現金8留で湖北白5の1

の7杉原恵美子宮(87)2552(午後
フ筒刀ら9時Y¥

一4
2

一

一大一
一民一
一市一一ス一
一一一一
一一ア一
一式一
一軟一

ンティ戸活動」、鴎演と実演「ねだ

きり老人の曹磁のゆ宿」

険対象ポランテLイ戸、一般県民

先.I!l1∞名程度〈買用車R料〕

砂申し迅み・問い合わ世 101弓竹

炉内容 「織の都市革命J .腕師‘砂日時 10月14日〈日〉午前8時30 日〈木〉までlこ!J!萄飾支庁社会福祉

i担谷奉文氏(1笥玉県野鳥の会々長〉、分〈雨天の樋合11月4日〉

rllll取を磨くリサイワJしJ・脇師白 砂燭所 市民依商館テ二スコート

由美夜ミ子氏〈厚生省「ごみ減量を箆 惨彊目 一般男女100.2郎、壮

る女慌の会J座畏〉、入樋無料 年男予(45歳以主〉各ダブルス

砂問い合わ世 111!昆保全線 惨移加貿信市内在住、在鈎の高

|踊楽協会制記念演奏会 1

吹奏灘、大正琴、戸コーディス

ン 楽しいひとときをどうぞ

砂日時 10月7日(日〉午後守筒

惨宿所市民会館ホール

砂入園歯科 2∞同
砂問い合わぜ早乙女官(82)4874

「ふれあいi手賀沼の会
市島の稼(予定的)見学会

惨日時 10月10日午後1時20分

惨集合東我孫子駅南ロ広t¥;

惨内寄 'ii5民の森」と「滝不動J

f盟策(雨天の場合は中広〉

砂問い合わ世田宮古(84)6734

iチ 1)テイイベント
吹義楽と篇演の集い|

砂日時 10月13日(土〉午後オ時

惨場所抱市民文化会館〈痢料〉

~内容吹奏海市立4自高際、諦
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，般生以主及び市連盟登縁会員 砂掲所園民年金保箆センター

惨害事加賀 介チーム4∞同 「そと|まうJ(夷隅郡関町〕

砂申し込み ・問い合わせハガキ 砂内容健康、年食、趣味(園芸、

に住所、氏名、年齢、盛田を明記 ゲートポール〉芯どの譜座

レ、 10月6臼(工、也、着〉までに高 砂募集人民党首803

野山伺8の7中村正三宮(82)3閃2へ 惨申し込み・問い合わせ県紅会

|第7回鹿家スポーツ大会| 郎臨時探60472ω2382へ
惨日時 10月20日〈土〉午前8時30

分から午後4時30分〈雨天決行〉

砂鋼所市民体育館

惨害喜朗資格・申し込み 市内のINI
!砂日時 10月21日(白〉午後5時30

家の人はどなだでも参加できます。|
i分開演(開国語午後5時)2時間20分

笛草書家組合単位〈拳加入債の少な

い組合は、他の組合との合同司) I 
|円、巴席32∞同〈全席鑑定〕

により申込舘を組合長ガ取りまと|
|砂入U圏第発売所 甲賀留居、 lt口

め、 10月4臼(木)までに農政課へ
炉問い合わせ農政腺

同福ゐ自然を守る会講演会 1

演「女性の生き甲斐」野隙陽子氏 惨日時 10月7日午後1時〈無料〉

惨問い合わ世山本官(46)6179

(午前9時から午後4跨20分〕

l衛祉作業所FおおばんJを
HE復する会バザー
惨日時 10月14日(日〕午前10筒か

ら午後オ時〈雨天の場合1<1:21日〉

砂宿所手関沼公園内

砂出昂自然食昆、古語、古本、

無関襲野菜ぼか

砂問い合わせ慢本官(87)1357

~II!所湖北台市民セン<;1-

砂内容 「氷と線を21世紀へJ講師 l
!民館、 4白そごう、 4白J高島屋、思手

狭山紀子氏(筒山学院短大助主主侵)I 
lとうきゅう

惨問い合わ世 社会教宵線

ft(85)1151 

砂問い合わせ古谷ft(88)1146

1ふさしだいなり秋祭|
砂日時 10月14日〈日〉午前10時

~II!所 布佐下褐荷御幸士民内

惨内容量Hっき、出<5'"と

砂問い合わぜ斉際世〈関)2884

民会館内売居ひろガり、市民図

館湖北色分館布佐分館、中央公

覚せい剤等薬物乱用
の追般にご協力を
我孫子讐察署公(82)0110

進月間事務局へ 。市民ゴルフ穴会!こ望書加され定方

々から紅会福f止にと12万8110同の

宮古聞がありましだ。

。市民の万〈題名〕から鱒曾者福祉

にと2万円の寄i司ガありましだ。

|行政連絡所の電話番号蛮更| 。鈴木平鵬制加自体陥富
害福祉センターにと1万円の寄付

我孫子駅前行政湿絡所官(81)12 と図8セット、少年少女世界伝配

闇
闇
旬
月
翻
翻

92、天王台駅前行政連絡所含(81)

1293に変更に怠りましだ。お間違

えのZ互いようお願いします。

=草署員草害事~~司1理.∞
..つつじ荘体館

2火|噌律相続=市問細∞泊先t:i108臨
l市つつじ娃体館

3水 |日消費生活棚=晴樹室10∞-1同

4木|丙年童相麟=市民相掘 削 -15∞
1' .... 健康相麟=つつじ珪10庇ト11:30

5金
6土|凶酒直樹=謁市民センヲー9却-11初

7e~::期謡駆締出品年皇削除11 担

12金 |叫動産相股=市民蜘劃0∞-15:∞

懇 1~.:t l 叩恥-!ilの臨I措く〉
説お 14司:忌留品論説弘明伽1却
て;:f15月|;ji!iiifiz??羽品
川:入 1l.6*1::哲紘2
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